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概要
本研究では，リアルタイムオンライン授業向けに生成 AI を活用した学習支援システム「KadaMate For Live」

を開発した．本システムは，授業のトランスクリプトをリアルタイムに取得し，それに基づいて質問文/回答文を自
動生成する．本論文では，開発した「KadaMate For Live」のシステム構成と期待される効果について述べる．

1 はじめに
矢谷ら [1]は，仮想受講者をオンライン学習のチャッ
トに参加させることで，受講者の質問行動（本研究で
は質問・回答）を活性化させるシステム「KadaMate/

カダメイト」（以下，カダメイトとよぶ）を開発した．
仮想受講者は，過去に同じ教育用映像コンテンツを視
聴した受講者の質問・回答などを再現した仮想受講者
である「ゴースト受講者」と，実際に存在しない仮想
受講者である「ダミー受講者」の２種類に分類される．
「ゴースト受講者」と「ダミー受講者」の仮想受講者
は，「ゲーミフィケーション」[2]における「可視化要
素」，「目標要素」，「ソーシャルアクション」[3]に基づ
いて受講者自身の学習達成度の評価を支援し，「学習
のモチベーションの獲得や維持」に貢献する．矢谷ら
は実証実験の結果から「ゴースト受講者」および，「ダ
ミー受講者」の存在が，受講者自身の学習達成度の評
価を支援し，「学習のモチベーションの獲得や維持」に
効果があることを明らかにした．
矢谷が開発したシステムはオンデマンド型オンライ
ン授業を対象としており，質問文/回答文については

事前に準備する必要があった．また，質問・回答のタ
イミングによっては受講者に対してネガティブな反応
を与え，質問行動を躊躇させる行動につながることも
明らかにした．
本研究では，リアルタイムオンライン授業に対して，
生成 AI を用いて質問文/回答文を自動生成するとと
もに，生成された質問文/回答文を用いた仮想学習者
を参加させるリアルタイムオンライン学習支援システ
ム「KadaMate for Live /カダメイトライブ」を開発
した．本論文では開発した「KadaMate for Live /カ
ダメイトライブ」について述べる．

2 リアルタイムオンライン学習支援システ
ム「KadaMate for Live /カダメイトラ
イブ」
本章では，リアルタイムオンライン学習支援シ
ステム「KadaMate for Live /カダメイトライブ」
（以下，カダメイトライブとよぶ）について述べる．
カダメイトライブは，Microsoft 社の提供する Mi-

crosoft Power Platform を用いて構築された．Mi-

crosoft Power Platformは，Microsoft Power BI，Mi-



図 1 カダメイトライブの概要

表 1 質問行動記録システム（一部抜粋）

crosoft Power Apps，Microsoft Power Automate，Mi-

crosoft Power Pages，Microsoft Copilot Studio の
5 種類のサービスから構成され，エンドユーザコン
ピューティングを実現する手段として普及が進んで
いる．本研究では，Microsoft Power PlatformのMi-

crosoft Power Automate を用いて Microsoft Teams

と Microsoft SharePoint を連携させることによりカ
ダメイトライブを開発した．
図 1は，カダメイトライブの概要を示している．カ
ダメイトライブは，「質問行動記録システム」と「自動
質問/回答システム」から構成される．「質問行動記録
システム」は，Microsoft SharePointを用いて構築さ
れた．「質問行動記録システム」には，「仮想受講者の
質問文/回答文」，「授業のトランスクリプト」からなる
「質問行動データ（ダミー受講者）」と「仮想受講者の
質問文/回答文」からなる「質問行動データ（ゴースト
受講者）」が格納される．表 1 は，仮想受講者の「質
問行動記録システム（一部抜粋）」を示している．「ダ
ミー受講者」と「ゴースト受講者」の「質問行動デー
タ」の違いは，項目にトランスクリプトがあるかどう
かである．「ダミー受講者」の「質問行動データ」は，
リアルタイム文字起こし保存機能と質問文/回答文自
動生成機能を利用し，リアルタイムに質問文/回答文
を生成するのに対し，「ゴースト受講者」の「質問行動
データ」には，過去に同じ授業に参加した実在する受

図 2 リアルタイム文字起こし保存機能のシーケンス図

図 3 質問文/回答文自動生成機能のシーケンス図

講者が投げかけた質問文/回答文が格納されていると
いう点が異なる．
「自動質問/回答システム」は，「リアルタイム文字起
こし保存機能」，「質問文/回答文自動生成機能」，「仮想
受講者再現機能」の３つの機能を有している．このう
ち，仮想受講者再現機能は，「ダミー受講者再現機能」
と「ゴースト受講者再現機能」の２つからなる．「リア
ルタイム文字起こし保存機能」は，Microsoft Power

AutomateとMicrosoft Teamsを用いて開発され，授
業のトランスクリプトからリアルタイムに文字起こ
し，それをファイルに保存する機能である．
図 2 は，「リアルタイム文字起こし保存機能」の
シーケンス図を示している．「リアルタイム文字起こ
し保存機能」は教員の Power Automate Desktop の
フローの実行をトリガーとし，Teams 会議を起動さ
せる．Teams 会議の起動と同時に文字起こしも開始
する．文字起しの結果はWeb スクレイピングで取得
し，取得した文字起こしのテキストファイルは，教員
のフォルダに保存される．Web スクレイピングにつ
いては 5分ごとに実行される．



表 2 仮想受講者の種別と目的

「質問文/回答文自動生成機能」は Microsoft

Power Automate と Azure OpenAI Service，Mi-

crosoft SharePoint，Microsoft Teams を連携させて
開発され，「リアルタイム文字起こし保存機能」で新
しいファイルが保存されたことをトリガーにフローが
実行される．図 3 は，「質問文/回答文自動生成機能」
のシーケンス図を示している．これは，新しいファ
イルが保存されたことをトリガーに Azure OpenAI

Service に質問文とそれに対する回答文の生成を要求
する．その後それぞれ返却されたものを SharePoint

で質問行動記録システムに自動的に保存する．
カダメイトライブにおける仮想受講者は，過去に同
じ授業に参加した受講者を再現した「ゴースト受講者」
と，実際に存在しない「ダミー受講者」の２種類に分
類される．表 2 は，仮想受講者の種別と目的を示して
いる．「ゴースト受講者」は，過去に同じ授業に参加
した実在する受講者が投げかけた質問・回答を再現す
る．「ゴースト受講者」は，受講者間の意見交換の場を
確保することで，受講者が自身と比較することにより
学習達成度の評価を支援する仮想受講者である．「ダ
ミー受講者」は，教員が受講者グループに参加させる
ことで，教育の質を向上させることを目的とした仮想
受講者であり，トランスクリプトをもとにリアルタイ
ムで質問行動をおこなう．
羅らが実施した「学生の質問行動に関する調査」[4]

では，「自身の知識不足を露呈することへ懸念」や「他
者からの評価を過度に気にすることへの懸念」など，
質問行動には心理的なハードルがあることが報告さ
れた．そのためカダメイトライブでは，リアルタイム
オンライン授業に，トランスクリプトをもとに「イン
クリメンタルモデルについてもう一度説明してくださ
い．」というような，基礎的な内容を確認する形であっ
たり，「インクリメンタルモデルとイテレーティブモ

図 4 仮想受講者再現機能のシーケンス図

デルの違いについて，具体的な例を挙げて説明してく
ださい．」というような，講義内容について深掘りする
ような質問文またそれに対する回答文を生成する．そ
の結果を用いて質問行動を仮想受講者を参加させる．
ダミー受講者再現機能は，自動質問/回答システム
における仮想受講者再現機能の中の機能の一つであ
る．これは，「質問文/回答文自動生成機能」によって
生成された質問文/回答文を，授業中の Teams会議の
チャット欄に投稿する機能である．仮想受講者再現
機能は Microsoft Power Automate と SharePoint，
Microsoft Teamsを用いて開発され，「質問文/回答文
自動生成機能」によって生成された質問文/回答文が
SharePoint に保存されたことをトリガーにこの機能
が自動でおこなわれる．
図 4は，「仮想受講者再現機能」のシーケンス図を示
している．「仮想受講者再現機能」は，「質問文/回答文
自動生成機能」によって生成された質問文/回答文が
SharePointに保存されたことをトリガーにこの機能が
自動でおこなわれる Power Automate が SharePoint

にある質問行動記録システムに質問文/ 回答文の取得
を要求する．仮想受講者が，取得した質問文を参加し
ている授業の会議チャットに投稿する．受講者５分間
の待機をした後，仮想 TAが，取得した質問文を参加
している授業の会議チャットに投稿する機能である．
これらはすべて自動でおこなわれる．
図 5はダミー受講者の質問と仮想 TAの回答を示し
ている．図 5 赤枠内のチャットは，質問文/回答文自
動生成機能によって生成されたダミー受講者の「イン
クリメンタルモデルとイテレーティブモデルの違いに
ついて，具体的な例を挙げて説明してください．」とい
う質問に対し，仮想 TAによる，「インクリメンタルモ
デルとイテレーティブモデルは，システム開発におけ
る異なるアプローチを示します．インクリメンタルモ



図 5 ダミー受講者による質問と仮想 TAによる回答

デルでは，システムを独立性の高いモジュールに分割
し，各モジュールを個別に設計・コーディング・テス
トして順次追加していきます（以下略）」という回答を
示している．ここでおこなわれた質問・回答はリアル
タイム文字起こし保存機能によって得られたトランス
クリプトを基に質問文/回答文自動生成機能によって
生成されている．

3 「KadaMate for Live/カダメイトライブ」
の期待される効果および今後の課題
カダメイトライブは，Azure OpenAI Service を用
いて，質問文や回答文をリアルタイムに生成する．こ
れにより事前に質問文，回答文を用意する必要がなく，
授業により発生するトランススクリプトに基づき，リ
アルタイムに質問文，回答文を生成することができる
ことで，オンデマンド授業のみならず，リアルタイム
オンライン授業に対してもカダメイト同様の質問文/

回答文のチャット投稿をおこなう仮想受講者再現機
能を提供することができる． また，仮想受講者を参
加させるために教員に必要な事前準備の工数を削減で
きる．
今回，カダメイトライブでは，「リアルタイム文字起
こし保存機能」を実現する手段として，Webスクレイ
ピングを用いることで授業のトランススクリプトを取
得する方式を採用した． しかし，Web スクレイピン
グでは，教員が Teams での授業事前設定をおこなう
必要があることや，発話のペースによりWeb スクレ
イピングで取得できる文字数に違いが出るなどの課題
がある．そのため，GraphAPIを用いてトランススク
リプトを取得するよう，システムの改善を検討してい
る．また，本システムの有効性を検証すべく，実証実
験を計画している．

4 むすび
本論文では，仮想受講者参加によるリアルタイムオ
ンライン学習支援システム「KadaMate for Live/カダ
メイトライブ」の開発について述べた．本研究におけ
る「自動質問/回答システム」は，「リアルタイム文字
起こし保存機能」，「質問文/回答文自動生成機能」，「仮
想学習者再現機能」の３つが連携している．「リアルタ
イム文字起こし保存機能」は，教員が授業を開始する
合図を送ると，自動で Teams 会議を開かれる．また
文字起こしを開始すると Web スクレイピングを開始
し，テキストファイルに書き込みリアルタイムで保存
していく機能である．「質問文/回答文自動生成機能」
は，「リアルタイム文字起こし保存機能」で取得したト
ランスクリプトをもとに，リアルタイムで質問文/回
答文を自動で生成する機能である．「仮想受講者再現
機能」は，「ゴースト受講者再現機能」と「ダミー受講
者再現機能」の２つの機能を有している．「ゴースト
受講者再現機能」は，過去に同じ授業に参加した実在
する受講者の質問・回答を再現する機能である．また
「ダミー受講者再現機能」は，「質問文/回答文自動生成
機能」によって生成された質問文/回答文をもとに，リ
アルタイムで質問行動をおこなうダミー受講者を再現
する機能である．これらの機能は，事前に必要となる
質問文/回答文を用意する作業を支援する．
現在，GraphAPIを用いたトランスクリプトの取得
機能の開発を進めている．また，有効性確認のための
実証実験の実施を計画している．
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